
一般書留 ・ 簡易書留 ・ 特定記録を日に３００通以上出されている企業さまへ

書留郵便物の割り引き制度をご存知ですか？

件条名引割
1 通 （個） あたりの

割引額

21 円

31 円

21 円

31 円

21 円

単割 300 1. 同一差出人から取扱いが同一のものを同時に 300 通 ( 個 ) 以上差し出す

2. 料金別納、 料金後納、 料金計器別納のいずれかで料金を支払う

3. バーコードにより郵便物等に引受番号を表示する

4. 書留郵便物の受領証等を作成する

5. 速達以外のオプションサービスとしない

1. 同一差出人から取扱いが同一のものを同時に 300 通 ( 個 ) 以上差し出す

2. 料金別納、 料金後納、 料金計器別納のいずれかで料金を支払う

3. バーコードにより郵便物等に引受番号を表示する

4. 書留郵便物の受領証等を作成する

5. 速達及び配達日指定郵便以外のオプションサービスとしない

1. 同一差出人から取扱いが同一のものを同時に 300 通 ( 個 ) 以上差し出す

2. 料金別納、 料金後納、 料金計器別納のいずれかで料金を支払う

3. バーコードにより郵便物等に引受番号を表示する

4. 特定記録郵便物等の受領証等を作成する

1. 同一差出人から、 当社が別に定める事業所に、 定形郵便物、 定形

外郵便物通常葉書又は往復葉書のいずれかを同時に 1000 通以上差し出す

2. 料金別納、 料金後納、 料金計器別納のいずれかで料金を支払う

3. バーコードにより郵便物に引受番号を表示する

4. 書留郵便物等の受領証等を作成する ( 引受番号が連番となってい

ない場合はデータを提出していただくことがあります )

5. 取扱いが同一とする

6. 速達以外のオプションサービスとしない

7. 形状及び重量が同一 ( 異形状 ・ 異重量の場合は、 内訳票を提出して

いただくことがあります )

1. 同一差出人から、 当社が別に定める事業所に、 定形郵便物、 定形

外郵便物、 通常葉書又は往復葉書のいれかを同時に 1000 通以上差し出す

2. 料金別納、 料金後納、 料金計器別納のいずれかで料金を支払う

3. バーコードにより郵便物に引受番号を表示する

4. 書留郵便物等の受領証等を作成する ( 引受番号が連番となってい

ない場合はデータを提出していただくことがあります )

5. 取扱いが同一とする

6. 速達及び配達日指定郵便以外のオプションサービスとしない

7. 形状及び重量が同一 ( 異形状 ・ 異重量の場合は、 内訳票を提出して

いただくことがあります )

単割 1000

単割 300

単割 300特定記録

日本郵便ホームページより抜粋 （http://www.post.japanpost.jp）

日割り引きを受けるにはいずれの場合にも引受番号の表示と受領書の作成が必要です。

Optbard は引受番号シールを貼り付けた郵便物のイメージを読み取ると同時に

バーコード解析を行ない、 受領書を作成するシステムです。

郵便物イメージを受領書に貼り付けますので、 宛先が手書きでも問題ありません。

単割 1000

一般書留

（現金書留を

除く）

簡易書留



通常

単割 300

単割 1000

通常

単割 300

単割 1000

1 通 / 郵便料金

1 日 300 通 1 日 500 通 1 日 1000 通 額差のと金料常通額差のと金料常通額差のと金料常通

1 通 /加算料金 1 通 /割引額 1通 /総料金 1000 通 /料金 通常料金との差額

82

82

82

28,224,000

26,712,000

-

1,512,000

47,040,000

44,520,000

-

2,520,000

94,080,000

89,040,000

86,640,000

5,040,000

7,440,000

310

310

310

392

371

361

392,000

371,000

361,000

21,000

31,000

21

31

郵便料金シミュレーション
同時に定型郵便 25g 以下の簡易書留 1000 通を送った場合のコスト

年間コスト差 （年間 240 日換算）

※通常郵便料金は含まれていません。

※一日一回の集配で年間２４０日とし、 算出しております。

イメージを取り込んで印刷するだけで

大幅なランニングコストの削減が狙えます


	opt
	opt02

